





























































































































































































































































































































































































































































































　「錬筆」 は、 用筆法を柱にすえた技法力の鍛練をいう。 「点画の工は、点画を組合せてできる文字の構成
（結構・結体）
の巧妙さの義で






















































































七則は、 「心藝」を 己の體樣を以て、己 心情を寫す、是れ心藝なり。 」と規定し、 「体」 「様 につ て次 ようにいう。
千字を書して千字一の如く、萬字を書して萬字一の如くなれば、世人は以て妙と爲す。然れども是れ腕指の巧のみ、心藝に非ざるなり。 （中略） 。今の書家、多くは體に依りて體を書す。是れ古人の體にして、己の體に非ざるなり。樣に依りて樣を書す。 樣 樣 己の心情より出づるに非ざるなり。結構は妙と雖も、腕指の巧に過ぎざるなり。何ぞ心藝と爲すこと有らんや。









































































































































































































































































する。 「心に従う者」は心のはたらきから生まれ 「神彩」を、 「眼に従う者」は肉眼 はたらきに基づく「字形」を意味 。 「顕は形として外にあらわれている状態、 「隠」は奥にかく 潜んで見えない状態を意味する。 「神彩 と「字形」 、 「風神」と「状貌」が対置されているが、 「風神」は「神彩」を 状貌」は「字形」を、
二七


































































と主張する。 「風神」 「神彩」 「韻」 はともに精神美を示す語であるが、姜夔は『続書譜』に「風神」の篇目を立て、 「風神」を実現する条件として八ヶ条をあげ、その第一に「風神は、一に須
すべか
らく人品高か





















































































































































































































































































































が示すように、潔さの基盤には「廉恥を重んず」る心がある。梧竹は第二十七則等で奴書批判 展開するが、この批判は「廉恥を重んず」る精神との関連 理解する必要があろう。 「奴書 即ち他人の書を模倣するだけ 書 自足する者は、 「独立自尊」の精神 欠けている。梧竹はそのような心性を「卑屈自ら安んずる」も し、「書品の高からざるも、亦た怪しむに足らざるなり。 」と批判する。卑屈にならないためには、高潔で恥を知る心を養わねばならない。「廉恥を重んず」る心が、 「独立自尊」の精神を支えるからである。　
梧竹に特徴的なことは、 「廉恥を重んず」る心と「慾」を抑制す



































澄ます」 ことによって、 「俗気」 を峻拒する。 「風神」 の高い書は、 「錬心」の基盤の上に可能 拙は犹ほ觀る可きな 。俗は終に觀る可からざるなり。 」 す 断定的主張 梧竹にお 「風神」の追求と、 「窒慾澄神」 る「俗気」の峻拒とが不可分一体のものであったことを示してい 。　
梧竹は、王羲之の書に「品致」の高さを認め、最晩年になっても
















































































































が考えられねばならない そ はたらきは、詩そのものにあるのではなく、鑑賞者の「美的体験」の中にある。　「韻外の致」は、個々の詩句の「韻」を感受し、それらを統合する能力が育っていない者には無 に等しいも である。 書 「品致もまた同じと言 よい。先 、 「珠宝の光」は反射光であるとした。反射光は、入射光があって存在する。光がさしこまない闇の中では、 「珠宝の光」は存在しえない。では「品致」において、入射光に当るものは、 何か。 「見る」 と うはたらきである。 作品 見 、その豊かな「気」の「
韻ひびき
」を感受することがなければ、 「品致」は

















































































粋な感情をいう。 「神気」 は生命活動の源をなす 「生気」 でもあり、
これに「道義性・倫理性」が付与されたもの 「正気」である。 「神情」は筆鋒の活躍をとおして「筆意」と化して点画にこめられ その「筆意」を味得するこ によって「風神」が心中に生成する。この意味で、 「風神」は「筆意」に宿る 美 言っ よい。　「風神」の“源〟は「正気」にある。梧竹はこの「正気」を「日本武士の気象」に結びつけてと えた。書の「品致」 風神 は、 「日本武士の気象」 美」である。ここに梧竹の求めた「書の美」の特質がある。　梧竹は、 「神情」があるがままに文字に形象化されることは「心
藝」によって可能になるとする。 心藝 、 無法にして而も有法、所謂る神 して化す 」筆鋒の活躍をいう。 「無心」で ってこそ、〈いのち〉のはたらきは「道」と一つになり、 「神にして之を化す」（ 『周易』 「繫辞伝下」 ）
る筆鋒の活躍が可能となる。 「道」は「人間を超

















韻・風趣等、他の語と結びついて多くの美的概念語を形成している。なお「韻」も「趣」も中国美学 おける基本的な範疇語で、 もに「美」にかかわる語である。成復旺主編『中国美学範疇辞典』の『訳注』 （大東文化大学人文科学研究所）第二冊（二〇〇三年）参照。 「書風」は、「風」の語義の広がりに応じた意味の広がりを持ち、書の風趣よりも包
三四












































云云」と見える。第十二則は、 「書の妙 を表現論 観点から捉えたものと理解してよい
（６）
　















































境地を「意境」という。 『中国美学範疇辞典』の「意境」 （ 『訳注』第一冊）参照。袁行霈「中国古典詩歌の意境」は、最高の「意境」を次のように説明する。 深め広められているがその痕跡はなく、意味 深いが表現はあっさりしていて、素朴な真実に還っている。 （佐竹保子訳『詩の芸術性とは何か』 、汲古書院、一九九三年、
P. 
60） 。和歌に例をとれば、

















な気韻を意味するの 対し 、 「神韻」は霊妙（質的な卓越性）なる気韻を意味する。 「神」は、質に関係す 価値概念であるから、 「高い」の語が結びつく。
（







漢語の本来の意味はおもむきである 「趣 は 象にふれて心にわきおこる美的なよろこび・感動、またそれ もたらす対象にそなわっいる特徴・格調を意味する。 「味」はあじわい、 （味わうべき）おもむき。『中国美学範疇辞典』の「趣」 ・ 「趣味」 （ 『訳注』第三冊、二〇〇四年）参照。また佐々木健一著『美学辞典』 （東京大学出版会、一九九五年）の「趣味」の項をも併せ参照のこと。
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第三十四則に、 尊円の流をくむ書を 「墨猪・死蛇」 と批判する。 「墨猪」
























と謂ふ。 」と説く（ 「筆説」の「学書自成家説」 、 『欧




































































































風気・風格・風情・風韻・風骨・風度・風流等々、 「風」字を冠する語が魏晋時代に人物評論におい 用いられ、劉勰の『文心雕龍』 「風骨篇」が示すように、文学や藝術 関する評語に転用されていく。目加田誠「六朝文芸論における『神』 『気』の問題」 （ 『中国の文芸思想』 、講談社文庫、一九九一年）に、要領を得た説明が見え、ここに引用しておく。
　　　　
















































































村上哲美「雅俗考」 （ 『中国文人論』 、汲古書院、平成六年）参照。
（
32）　「気韻」は、南斉の謝赫の「古画品録序」に、 「畫に六法有り」とし、その第一に「一氣韻生動是也」とある。その読み方は未だ定説というべきも がないが、 「気韻」とは作品
（に画かれた対象）
が生き生きと生


































































































じく、意表とは、おもて 現れた意味の範囲ではなく、その外に延びた部分、いいかえれば、かくされたほんとう 意味。 」とある。
（
40）　
船津富彦「司空図の『酸鹹之外』について」 （ 『唐宋文学論』 汲古書院、
昭和六十一年）参照。
（
41）　
司空図の詩論に関しては、伊崎孝幸「司空圖の文學論─
味外の旨とは
何か
─」 （ 『日本中國學會報』第六十二集、二〇一〇年）参照。
（
42）　
張彦遠『歴代名画記』の「論画六法」にも、 「
形けい
似じ
の外を以て其の畫
に求むれば、此れ俗人と
衜い
ふこと難し。 」とある。 「形似の外」は、形
象を越えてあるものの意。
（
43）　
橋本治著『人はなぜ
｢ 美しい」がわかるのか』 （ちくま新書、二〇〇
二年） 、
P. 
27。なお、 『孟子』 「尽心下」は、道徳的人格を〈善・信・美・
大・聖・神〉の六段階に分け、 〈美〉と〈大〉に関しては、 「充實せる、之を美と謂ふ。充實して
而しか
も光輝ある、之を大と謂ふ。 」とする。この
定義の核心には、 （身に体した仁・義の）徳の内容が充実していてすばらしいとする讃嘆の気持がある。なお『孟子』の語に関して、李沢厚著前掲書（注
15） 、第二章「儒家と仁」の〈四〉の解説が参考になる。
（
44）　
佐々木健一著『美学への招待』 （中公新書、二〇〇四年） 、
P. 
210、
P. 
222。
